
　平和とは、「わたしたち一人ひとりがお互いを認め合い、尊重すること、すなわち『いのちを尊
ぶ』こと」と、パルシステム東京平和政策ではうたっています。そして平和な未来に向けて行動し
てきました。
　いま世界では、格差が広がり「いのち」より経済を優先する風潮、非核化を阻む動きがあります。
国内では「国民主権」「基本的人権の尊重」「平和主義」を原則としている日本国憲法の改正も話題
になっています。平和のタネは身近なところにあります。そして一人ひとりの行動が原動力です。
　ぜひいっしょに学んで、つながって、行動しましょう。

平和スタディツアー報告
〜組合員の声を通して、戦争と平和を語り継ぐ〜

世界と友達に！「ワールド★バザール」
〜ステージの熱気をそのままホールイベントへ〜

わたしたちは、ともに、
くらし、つくる、
平和な未来へ向けてパルシステム東京平和活動レポート（2018年度）

Pray for Peace

松野 玲子パルシステム東京理事長

「ヒロシマ・ナガサキ平和スタディツアー」、「沖縄戦跡・基地
めぐり」の報告会も同時開催。ツアーに参加した組合員から

「被爆の証言や戦いの爪痕から戦争の恐ろしさを身にしみ
て感じました」との感想がある一方、「語り部の方々がご高
齢で…」と心配する声も。だからこそ “私たちが伝える” とい
う強い気持ちが共有されました。

ステージイベント終了後は「平和カンパ」などで連携する
国際協力NGOによる「ワールドバザール」を開催。フェアト
レード雑貨やチャリティ商品の販売も大盛況でした。フェ
アトレードバナナを使ったチョコバナナの試食も♪

映画上映＆トーク〜軍隊をもたない国「コスタリカ」を知る〜

軍隊を廃止し、軍隊予算を社会福祉に
あてる道を選んだコスタリカの軌跡

3 3

に
迫ったドキュメンタリー映画「コスタ
リカの奇跡〜積極的平和国家のつくり
方〜」を上映しました。
上映後に映画配給元「ユナイテッドピー

プル（株）」代表の関根健次さんから、自身がコスタリカで暮ら
した経験を交え、コスタリカの魅力をお話いただきました。関
根さんは「日本には（平和を実現するための）すべてがある。な
いのは何か…『ビジョン』です！」と強調。一人ひとりがビジョ
ンを持って実現するべき平和を語る大切さを訴えると、会場
には大きな拍手が沸き起こりました。

ピースフェス 2018　映画「コスタリカの奇跡」上映＆トーク
〜平和な国に軍隊は必要？〜トピックス

8月〜9月を「パルシステム東京 平和月間」とし、委員会活動と連携して様々な企画を開催。広
く平和への想いを発信しました。平和月間中の企画の一つ、「ピースフェス」をご紹介します。武蔵野スイングホール

8月18日（土）開催日

会場

関根健次さん
（ユナイテッドピープル代表）



平和カンパ
紛争や飢餓、難病など世界の厳しい状況にある子どもたちを支援する「平和カン
パ」。組合員から724万2,268円のカンパ金が寄せられました。

平和学習会 世界の厳しい状況にある子どもたちを組合員カンパで支援 ヒロシマ・ナガサキ平和スタディツアー

組合員による平和活動

脱原発運動の推進

沖縄戦跡・基地めぐり

平和について学び、考えるきっかけの場づくりとして、
学習会などの取り組みを広げています。

平和な世界を目指し、国内外で活動するNGOや
他団体と協力し、連帯活動に取り組んでいます。

平和について学び、考え、行動するための
平和活動に取り組んでいます。

学ぶ つながる 行動する

シャプラニール
＝市民による海外協力の会

回収数 3,594件
換金額 820万6,629円

家事使用人として働く
少女などの支援へ

ハンガー・フリー・ワールド

回収数 3,718件
換金額 782万2,503円

飢餓に苦しむ
人々への支援へ

パルシステム東京平和活動レポート2018　Pray for Peace

「基本的人権や民主主義につ
いて学び、憲法への関心と理
解を広げる」ことを目的に、憲
法学習会を連続して開催。子
育て世代から専門的な情報を
得たい方々まで、多くの組合
員に参加が広がりました。

平和に関する情報発信「エコ＆ピースナビゲーター」

情報誌「エコ＆ピースナビゲーター」を隔月で発行し、
平和と環境に関連する情報を組合員に発信しました。

太田 啓子 氏
（弁護士）

講師

憲法カフェへ
ようこそ
〜憲法の基礎から
憲法改正の行方まで〜

講師 太田 啓子 氏
（弁護士）

夏休み企画　憲法ってなぁに？
〜親子で「憲法カフェ」〜

国際協力NGOとの連携

平和カンパ団体などと連携し、平和や国際協力をテーマにした企画を開催。
料理教室など「食」を切り口にして平和を考える企画には、多くの組合員が参加しました。

木村 草太 氏
（首都大学東京法学部教授・憲法学者）

講師

木村草太先生に聞く！
憲法改正と今後の行方

被爆地を訪れ、被爆者の証言や被爆遺構めぐりなどに参加。
全国の生協組合員とともに、平和への想いを共有しました。

委員会（組合員グループ）主催の平和企画も多数開催され、地域に平和活動が広がりました。

団体名 プロジェクト名 カンパ額
ペシャワール会 《アフガニスタン》命の水を待ち望む子どもたちへ 1,184,786円

日本イラク医療支援ネットワーク（ JIM-NET）《イラク》白血病などの治療を受ける子どもたちへ 967,186円

AAR Japan[難民を助ける会] 《トルコ(シリア難民)》紛争で故郷を追われた子どもたちへ 1,068,048円

シャンティ国際ボランティア会 《タイ国境(難民キャンプ)》学びの場を待ち望む子どもたちへ 964,034円

チェルノブイリ子ども基金 《チェルノブイリ》小児ガンなどの治療を受ける子どもたちへ 955,064円

パレスチナ子どものキャンペーン 《パレスチナ(ガザ地区)》爆撃で破壊されたガザの子どもたちへ 1,183,257円

日本国際ボランティアセンター 《南アフリカ》エイズにより親を失った子どもたちへ 919,893円

合計 7,242,268円

書き損じハガキ等の回収キャンペーン
家庭に眠る不要品を寄付する国際協力活動。2つのNGO
と連携して取り組み、組合員から7,312件、合計1,602万
9,132円が寄付されました。

兵士の手当てのための病院として使われた糸数壕（アブチラガマ）

ヒロシマ平和スタディツアー
原爆ドームの前で

沖縄戦により多くの方が亡くなった米須海岸

ナガサキ平和スタディツアー
高校生平和ガイドの案内で碑めぐり

沖縄戦の実相と米軍の基地が集中する沖縄の現状について、学びました。

子どもたちに豊かな自然と地域を受け渡
すため、脱原発運動に取り組んでいます。

ストップ！児童労働キャンペーン2018

寄付した物品は、バングラデシュの
家事使用人の少女などの支援へ

3.21さようなら原発全国集会。代表理事もデモに参加

写真を投稿して児童労働反対を訴える「レッドカードアクション」への参加を組合員
に呼びかけ、役職員や組合員が「児童労働にNO！」の意思を表明しました。

【主な取り組み】

●「さようなら原発全国集会」への参加

●�玄海原発再稼働に反対する意見書・東海第二原発
に関わる許可申請書に関する審査事案への意見書

●さようなら原発1000万人署名活動

●�FIT電気（再生可能エネルギー）を中心とした「パル
システムでんき」の推進

回収品の仕分けボランティアも体
験（ハンガー・フリー・ワールド）

アラブ飯をつくってみよう！〜中東ママ直伝の家庭
料理〜（JIM-NETと共催）

ようこそ！Peace Nightへ！〜バングラデシュ仕込み
のカレーとロヒンギャ難民について知るひととき〜

（シャプラニール＝市民による海外協力の会と共催）
理事会、城南しおみエリア協議会メンバーが投稿した写真は、同キャンペーンの「レッドカードアクション+1
アクションフォトコンテスト」で「審査員特別賞」を受賞

人口の7割が難民生活を送るパレスチナ・ガザ地区。
カンパは子ども達への支援に活用されます。

各団体を訪問し、贈呈式を実施。
チェルノブイリ子ども基金事務所での贈呈式。

国際協力NGOによる
出前講座「ピースカフェ」

30委員会が開催

JIM-NETによる「ひつじぐるぐる
ワークショップ」（羊毛フェルト）

（西新井委員会）

こんなテーマで発行しました！

「身近な戦跡
フィールドワーク」

5委員会が開催

「夏休み親子企画 戦跡フィールド
ワーク北・板橋区コース」

（くらしの彩り委員会）

弁護士による出前講座
「憲法カフェ」
21委員会が開催

「初めての憲法カフェ〜知りたい
9条のこと、改憲のこと」

（武蔵野委員会）

世界の『難民』について考えよう
（©AAR Japan)

お買いもので世界を変えよう！
〜私たちの「選ぶ」が世界に、未来につながる！〜

子どもたちが伝える！
平和スタディツアー

©パレスチナ子どものキャンペーン

パルシステム東京理事会有志 城南しおみエリア協議会



主な平和活動（2018.4.1〜2019.3.31）
開 催 日 企 画 名 参 加 人 数

（内訳：組合員参加）

５月16日・24日 私たちが送った切手の仕分けボランティアを体験！ in国際協力NGOハンガー・フリー・ワールド 延べ23人（20人）

５月28日 2018ピースアクションin TOKYO＆ピースパレード　〜つないでつないで　東京から平和を〜／
主催：「2018ピースアクション in TOKYO」実行委員会

14人（3人）
※全体で185人が参加

４月〜５月
国際協力NGO2団体の「書き損じハガキ等回収キャンペーン」に協力
ハンガー・フリー・ワールド「書損じハガキ回収キャンペーン」換金額782万2,503円/寄付件数3,718件
シャプラニール＝市民による海外協力の会「ステナイ生活キャンペーン」換金額820万6,629円/寄付件数3,594件

7,312件

６〜７月 ストップ！児童労働キャンペーン2018（児童労働ネットワーク）に賛同 ー

６〜８月 「さようなら原発1000万人署名」を全センターで実施。組合員から寄せられた14,608筆を「『さようなら原発』一千万署名 
市民の会」を通じて衆参両議院議長、内閣総理大臣に提出 ー

６月５日・９日 私たちが送った切手の仕分けボランティアを体験！ in国際協力NGOシャプラニール＝市民による海外協力の会 延べ23人（18人）

７月12日 【ヒバクシャ国際署名キックオフ学習会】25歳広島平和記念公園ガイドが伝える核兵器と平和／
講師  村上正晃氏（広島平和記念公園ボランティアガイド）／主催：パルシステム連合会 42人（13人）

７月14日 【平和学習会】憲法カフェへようこそ〜憲法の基礎から憲法改正の行方まで〜／
講師  太田啓子氏（弁護士、明日の自由を守る若手弁護士の会） 33人（19人）

７月１日 「パルシステム東京平和活動レポート（2017年度）Pray for Peace」を発行 ー

７月２日〜８月10日 平和カンパ  組合員から寄せられたカンパ724万2,268円を国際協力NGO等7団体へ贈呈 ー

７月16日〜８月17日 西日本豪雨緊急支援募金  組合員から寄せられたカンパ1億3,897万998円（うちパルシステム東京：4,690万2,600円）を国
際協力NGOや産地メーカー、義援金へ贈呈 ー

７月〜９月 「ヒバクシャ国際署名」を組合員対象に実施。全国生協で98万2,204筆（うちパルシステム東京：3,513筆）を国連へ提出
（これまでの累計：全国で204万5,479筆（うちパルシステム東京45,198筆） ー

８月〜９月 パルシステム東京平和月間  パルシステム東京の平和の取り組みを総合的に案内し、16の平和企画（本部5、委員会11）を開催 ー

８月４日〜６日 ヒロシマ平和スタディツアー／主催：日本生協連、広島県生協連 11人（7人）
※70生協2,300人が参加

８月７日〜９日 ナガサキ平和スタディツアー／主催：日本生協連、長崎県生協連 5人（2人）
※50生協1,100人が参加

８月18日 ピースフェス2018　映画「コスタリカの奇跡」上映＆トーク〜平和な国に軍隊は必要？〜／
講師  関根健次氏（ユナイテッドピープル（株）代表）ほか 171人（136人）

８月23日 【平和学習会・夏休み企画】憲法ってなぁに？〜親子で「憲法カフェ」〜／
講師  太田啓子氏（弁護士、明日の自由を守る若手弁護士の会） 27人（19人）

９月 北海道胆振東部地震緊急支援募金  パルシステムグループと連帯して組織カンパ200万円（うちパルシステム東京15万円）を贈呈 ー

９月３日 【平和学習会】木村草太先生に聞く！憲法改正と今後の行方／ 講師  木村草太氏（首都大学東京法学部教授、憲法学者） 162人（124人）

９月17日 9.17さようなら原発全国集会〜いのちをつなぎ　くらしを守れ　フクシマと共に〜／
主催：「さようなら原発」一千万署名 市民の会 50人（35人）

10月 インドネシア・スラウェシ島地震被災者支援カンパ  組織カンパ160万円を国際協力NGO4団体へ贈呈 ー

10月３日
ようこそ！Peace Nightへ〜バングラデシュ仕込みのカレーとロヒンギャ難民支援について知るひととき〜／ 
講師  藤崎文子氏（シャプラニール＝市民による海外協力の会）／
共催：パルシステム東京、シャプラニール＝市民による海外協力の会

30人（17人）

10月11日 憲法学習会「檻の中のライオン」in東新宿／ 
講師  楾大樹氏（弁護士、ひろしま市民法律事務所所長）／主催：パルシステム連合会 66人（20人）

10月20日 【ピースランチ】アラブ飯をつくってみよう〜中東のママ直伝の家庭料理〜／ 
講師  斉藤亮平氏（JIM-NET）／共催：パルシステム東京、JIM-NET 27人（20人）

11月11日 「しあわせの経済」フォーラム2018in東京／
主催：ローカル・フューチャーズ、「しあわせの経済」フォーラム2018in東京実行委員会 314人

12月 「ストップ！児童労働キャンペーン」の「レッドカードアクション+1アクションフォトコンテスト」にて、
パルシステム東京（理事会及び、城南しおみ協議会）が審査員特別賞を受賞 ー

12月１日
報告会「2018年夏　子どもたちの保養・チェルノブイリと福島」／
講師  佐々木真理氏（チェルノブイリ子ども基金事務局長）、黒部信一氏（小児科・すずしろ診療所所長）他／
主催：チェルノブイリ子ども基金、未来の福島こども基金、後援：パルシステム東京

47人（5人）

１月31日
記憶を宿す故郷の味ー日本で生きる難民の人々を知るー／ 
講師  安田菜津紀氏（フォトジャーナリスト）／チョーチョーソー氏（ミャンマー出身の難民 ）／野津美由紀氏（難民支援
協会）／主催：朝日新聞社、協力：パルシステム東京、認定NPO法人難民支援協会、Dialogue for People

107人

２月28日 2019ピースアクションキックオフ集会／ 講師  中村桂子氏（長崎大学核兵器廃絶研究センター）ほか／主催：日本生協連 7人（2人）
※全体で140人が参加

２月23日 親子企画「春のエシカルランチ〜地球の未来を食べて考えよう〜」／ 講師  櫻井麻紀子氏（日本生協連 組織推進本部） 40人（28人）

３月６日 被爆の実相とデジタルアーカイブ新たな継承体験会／主催：東京都平和担当者連絡会 32人

３月９日 沖縄戦跡・基地めぐりオリエンテーション 9人（4人）

３月21日 3.21さようなら原発全国集会／主催：「さようなら原発」一千万署名 市民の会 71人（30人）

３月27日〜29日 第36回沖縄戦跡・基地めぐり／主催：日本生協連、沖縄生協連 9人（6人）
※33生協220人が参加

●高麗博物館企画「『在日バイタルチェック』〜ひとり 芝居〜」に賛同し、広告掲載（7/22）●「JVC国際協力コンサート2018」（日本国際ボランティアセンター）に
協賛（12/8）●第五福竜丸展示館改修工事後の常設展示新製作に対する寄付（11月）●JVCからの要請により「モザンビーク・ブラジル・日本　3か国民衆会議国際
シンポジウム」に協賛（11/21）●「杉並区平和都市宣言30周年記念事業」（主催：杉並区、「原爆の図第10部『署名』を展示する杉並区民の会」）に協賛（3/4〜9）

発行日：2019年7月1日　発行：生活協同組合パルシステム東京

●第5次エネルギー基本計画策定に向けた計画案に関する意見を資源エネルギー庁に提出（6/8）●玄海原子力発電所4号機の再稼動に反対する意見書を内閣総
理大臣に提出（6/19）●「日本原子力発電株式会社東海第二発電所の発電用原子炉設置変更許可申請書に関する審査書案に対する科学的・技術的意見の募集」に
対する意見書を原子力規制委員会委員長に提出（7/27）●アメリカ合衆国の臨界前核実験に対する抗議文をアメリカ合衆国大統領に提出（10/23）

意見書・要請書の提出

協賛 等




